
　石沢川鮭鱒増殖生産組合（佐藤和雄組合長）が石沢川 
にサケの放流を続けてから25年。年々生まれた石沢川を 
遡上してくるサケの数が増え続けています。鮎瀬地内に 
仕掛けたヤナでは10月末現在ですでに約8千匹を捕獲。 
大簗地内にあるふ化場で採卵するため毎朝、交代で水揚 
げ作業に当たる組合員から帰ってきた大群に笑みがこぼ 
れていました。 跳ねるサケ、空は秋色…。 

主な内容 

市功労者顕彰式、市の花・ 
木・鳥、市歌発表会……… 
秋の叙勲、褒章 ………… 
 
 

②

④

◎
毎
月
1
日
・
1
5
日
発
行
　
◎
編
集
・
発
行
／
由
利
本
荘
市
広
報
広
聴
課
（
1
0
1
8
4
－
2
4
－
6
2
3
7
） 

〒
0
1
5
－
8
5
0
1
 秋
田
県
由
利
本
荘
市
尾
崎
1
7
番
地
  ◎
 E
メ
ー
ル
：
kou
ho
@
c
ity
.y
u
rih
o
n
jo
.a
k
ita
.jp年

の
瀬
控
え
、
学
ん
だ
技
術
を
発
揮 
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由
利
工
業
高
校
電
気
科
の
二
年
生
が
十
二
月
一
日
、 

石
脇
北
保
育
園
で
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い 

ま
し
た
。 （
詳
し
く
は 
　
　
） 

ペ
ー 

ジ 

市内スキー場の営業案内 

鳥海高原
矢島スキー場

鳥海オコジョランド
スキー場

長坂スキー場
（大　内）

大平スキー場
（東由利）

山村広場スキー場
（本　荘）

午前９時 ～ 午後９時 

大　人 
子ども 
高校生、レディース、シルバー 

円 
円 
 
円 

３００ 
２００ 
 

３００ 

新設クワッドリフト、ペアリフト ロマンスリフト アンバーリフト Ｔバーリフト Ｔバーリフト 

午前９時 ～ 午後８時４５分 平日／ナイター営業 
　　　午後６時 ～ 午後９時 
土・日・祝日・冬休み／ 
　　　午前９時 ～ 午後９時 

平日／午後１時３０分 ～ 
休日／午前９時３０分 ～ 
　　　午後９時 

土・日・祝日／ 
　午前９時 ～ 午後４時 

※１月１５日以降の平日は 
　午後から営業 

※１２月３１日、１月１日は 
　午前９時～午後４時 

※月曜休業 
（祝日の時は翌日休業） ※積雪状況による 

※１２月２３日（土）から営業 

営業時間 

設　備 

主な料金 

問い合わせ先 
・電話番号 

１回券 

大　人 
子ども 
高校生、レディース、シルバー 

円 
円 
 
円 

２,２００ 
１,１００ 

 
１,６００ 

フリー券（終日） 

大　人 
子ども 
シルバー 

円 
円 
円 

１６０ 
１２０ 
１６０ 

１回券 
大　人 
子ども（中学生以下） 

円 
 
円 

７００ 
 

４００ 

１４回券 

大　人 
子ども 

円 
円 

１,５００ 
１,０００ 

１日券 

大　人 
子ども 

円 
円 

１,０００ 
６００ 

ナイター券 

大　人 
子ども（中学生以下） 

円 
 
円 

６００ 
 

３００ 

昼間券・夜間券 
大　人 
小・中学生 

円 
円 

５００ 
３００ 

１日券 

大　人 
子ども 
シルバー 

円 
円 
円 

２,２００ 
１,１００ 
１,６００ 

日中券 

大　人 
シルバー 
中学生以下 

円 
円 
円 

１３,０００ 
１０,０００ 
１,０００ 

 

市民シーズン券 

スキー場  1５６－２１８２ 
矢島総合支所産業課 
　　　    1５５－４９５３ 

スキー場  1５８－２９３２ 
鳥海総合支所産業課 
　　　    1５７－２２０５ 

スキー場  1６６－２５２６ 
大内公民館 
　　　    1６５－２２１０ 

大平ヒュッテ1６９－２３２８ 
東由利教育事務所 
　　　    1６９－２３１０ 

本荘総合支所産業課 
　　　    1２４－６３４７ 

◎
印
刷
／（
有
）
高
野
写
真
印
刷 

本
年
も
「
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
」
を
ご
愛
読
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い 

″ 

″ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １８１８ １２１２ １５１５ ２０ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １８ １２ １５ 

●リフト料金の割り引きやイベント情報など、詳しくは各スキー場にご確認ください。 

待ちに待ったウインタースポーツのシーズン到来！ 

鳥海高原矢島スキー場と鳥海オコジョランドスキー場が 

今月23日（土）（土）にオープンします。 

特に鳥海高原矢島スキー場は 

「高速リフト」を新設し、リニューアルオープン！ 

「雪に親しみ、冬を明るく――」 

ぜひ、お近くのスキー場で楽しいひとときをお過ごしください。 

待ちに待ったウインタースポーツのシーズン到来！ 

鳥海高原矢島スキー場と鳥海オコジョランドスキー場が 

今月23日（土）にオープンします。 

特に鳥海高原矢島スキー場は 

「高速リフト」を新設し、リニューアルオープン！ 

「雪に親しみ、冬を明るく――」 

ぜひ、お近くのスキー場で楽しいひとときをお過ごしください。 



冬季大会まで  あと　　 日 57
本 大 会まで  あと　　 日 288

障害者スポーツ大会まで  あと　　 日 302

※平成18年12月15日現在 

設置場所と期間 

３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００６ ２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １８ １２ １５ 

　
県
と
陸
上
自
衛
隊
と
の
協
定
書
に
基
づ

き
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
（
第
六
十
二
回
国
民

体
育
大
会
）
の
本
市
開
催
四
競
技
（
バ
イ

ア
ス
ロ
ン
・
ラ
イ
フ
ル
・
カ
ヌ
ー
・
銃
剣
道
）

で
競
技
運
営
補
助
な
ど
の
協
力
を
す
る
陸

上
自
衛
隊
第
九
師
団
第
二
一
普
通
科
連
隊

と
秋
田
わ
か
杉
国
体
由
利
本
荘
市
実
行
委

員
会
の
覚
書
交
換
式
が
、
十
一
月
三
十
日

秋
田
駐
屯
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
に
は
、
協
力
を
依
頼
す
る
市
実
行
委

員
会
側
か
ら
会
長
の
柳
田
市
長
と
事
務
局

員
、
陸
上
自
衛
隊
側
か
ら
は
、
第
二
一
普

通
科
連
隊
湯
浅
悟
郎
連
隊
長
、
競
技
協
力

担
当
の
隊
員
の
方
々
が
出
席
し
ま
し
た
。

覚
書
の
署
名
、
押
印
し
交
換
し
た
後
、
握

手
を
交
わ
し
、
柳
田
市
長
は
、「
来
年
の
国

体
は
、
自
衛
隊
の
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
ぜ
ひ
大
会
を
成
功
さ
せ
た
い
」

と
自
衛
隊
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
の
に

続
き
、
湯
浅
連
隊
長
は
、
「
第
二
一
普
通

科
連
隊
の
隊
員
の
ほ
と
ん
ど
は
秋
田
県
出

身
者
な
の
で
、
県
の
大
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
は
大
変
あ
り
が
た

く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
、

覚
書
交
換
式
を
終
了
し
ま
し
た
。 

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
冬
季
大
会
も
間
近
に

迫
っ
て
お
り
、
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
東
北
選
手

権（
秋
田
わ
か
杉
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
・

平
成
十
九
年
一
月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日
、

鳥
海
地
域
・
特
設
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
場
）

を
経
て
、
い
よ
い
よ
二
月
十
日
か
ら
十
二

日
ま
で
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
を
同
会
場
で

開
催
。
そ
し
て
、
九
月
二
十
九
日
か
ら
始

ま
る
本
大
会
ま
で
順
次
競
技
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
盛
り
上
げ
活
動
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

リハーサル大会・本大会 

会場出店業者を募集 

秋田わか杉国体 バイアスロン競技

紫水館ホール 
　　（開会式・表彰式会場） 

屋内ホール出店場所とします。 
規模は１店舗１テーブル程度 

テーブルは１店舗につき、１テー 
ブルを実行委員会が用意 

平成19年 
１月27日（土）午後４時～６時 
　　28日（日）午後３時30分～ 
　　　　　　表彰式終了まで 

●リハーサル 
　大会……… 

平成19年 
２月10日（土）午後４時～７時 
　　12日（月）午後３時30分～ 
　　　　　　表彰式終了まで 

●本大会…… 

出店規模など 

出店準備 

平成19年 
１月９日（火）午後５時 

出店申し込み・ 
締めきり 

申し込み・問い合わせ先 

〒015－0074 由利本荘市桜小路1-5
秋田わか杉国体由利本荘市実行委員会事務局 

（　 24－4555） 1

覚書に署名、押印する湯浅連隊長と柳田市長 

秋田わか杉国体・秋田わか杉大会実施競技一覧 

実施競技・種目 

女子・少年男子 

成年男子 

少年男子 

バイアスロン 

本 大 会●会期／平成19年９月29日（土）～10月9日（火） 

デモンストレーションスポーツ●会期／平成19年９月２日（日） 

全国障害者スポーツ大会●会期／平成19年10月13日（土）～15日（月） 

競技会場 

特設バイアスロン競技場 

サッカー 

ソフトボール 

 

 

 

 

 

弓　道 

 

銃剣道 

カヌー 

ライフル射撃 

 

クレー射撃 

インディアカ 

 

パークゴルフ 

ソフトボール 

競技日 

西目サッカー場 

鶴舞球場 

市ソフトボール場 

矢島多目的運動広場 

矢島中学校グラウンド 

由利運動公園ソフトボール場 

由利運動公園サッカー場 

本荘弓道場 

本荘弓道場特設遠的競技場 

市総合体育館 

子吉川特設カヌー競技場 

県立総合射撃場 

岩城総合体育館特設光線銃射撃場 

県立総合射撃場 

Ｂ＆Ｇ由利海洋センター 

由利体育館 

八塩いこいの森パークゴルフ場 

市ソフトボール場 

10/5～8

10/5～8

9/2

10/6～8

10/13～15

10/6～8

2/10～12

9/ 10/30～　 4

9/ 10/30～　 3

9/ 10/30～　 3

成年女子 

 

少年女子 

 

全 種 別 

全 種 別 

フラットウォーターレーシング 

ＡＲ　ＡＰ　ＳＦＲ　ＳＳＲ 

ＢＲ　ＢＰ 

全 種 別 

冬季大会●会期／平成19年２月10日（土）～13日（火） 



４�平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう�１８�１２�１５�

　
平
成
十
八
年
度
（
第
四
十
五
回
）
農
林
水
産
祭
に

お
い
て
、
西
目
町
出
戸
で
乳
牛
約
百
頭
の
酪
農
を
経

営
す
る
柴
田
輝
男
さ
ん
、
誠
子
さ
ん
夫
妻
が
畜
産
部

門
で
栄
え
あ
る
天
皇
杯
の
受
賞
に
輝
き
ま
し
た
。�

　
農
林
水
産
祭
の
天
皇
杯
は
、
全
国
規
模
の
コ
ン
ク

ー
ル
や
品
評
会
な
ど
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
中
か
ら
選
ば
れ
る
最
高
賞
。
畜
産
部
門
で
は
秋
田

県
内
で
三
十
三
年
振
り
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。�

　
十
一
月
二
十
九
日
、
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
た

柴
田
さ
ん
夫
妻
は
柳
田
市
長
に
「
夫
婦
で
力
を

合
わ
せ
て
き
た
こ
と
が
受
賞
に
結
び
つ
い
た
。

後
継
者
の
娘
夫
婦
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
西
目
公
民
館
「
シ
ー

ガ
ル
」
で
生
涯
学
習
交

流
展
が
十
二
月
三
日
ま

で
開
催
さ
れ
、
展
示
さ

れ
た
作
品
が
訪
れ
た
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。�

　
市
に
は
、
公
民
館
な

ど
の
ほ
か
、
常
設
し
て

い
る
展
示
施
設
と
し
て
、

資
料
館
、美
術
館
、郷
土

文
化
保
存
伝
習
施
設
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
現

在
企
画
展
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま

し
た
。�

　
亀
田
城
佐
藤
八
十
八

美
術
館
で
は
、
十
二
月

二
十
八
日
ま
で
、
出
品

者
を
六
十
六
歳
以
上
に

限
定
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
展
を
開
催
。

幻
想
的
な
光
彩
が
来
館
者
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。
岩
城
民
俗
資
料
館
で
は
来
年
一
月

二
十
八
日
ま
で
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の
民
家

の
写
真
や
模
型
な
ど
を
展
示
。�

　
ま
た
、
矢
島
郷
土
文
化
保
存
伝
習
施
設

で
は
、
明
治
中
ご
ろ
ま
で
四
代
に
わ
た
り

染
屋
を
営
ん
で
い
た
旧
家
の
資
料
を
展
示

し
、
染
め
職
人
の
技
と
染
型
の
意
匠
が
見

ど
こ
ろ
の
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
ほ
か
修
身
館
で
は
高
橋
宏
幸
童
話

原
画
の
後
期
展
を
行
い
、
十
二
月
二
十
六

日
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
。�

　明治１４年に設立されわが国で最も
歴史のある全国的な農業団体の社団
法人大日本農会（総裁：桂宮宜仁親
王殿下、本部東京）は１１月１７日、平
成１８年度農事功績者表彰式を行い、
農事功労者として本市の齋藤作圓さ
ん（西目：井岡、６２歳）が「農業者
の勲章」とも称される緑白綬有功章
を受章しました。�
　齋藤さんは、水稲作の省力化、協
業化、複合化などを進め近代的な農
業経営を目指すとともに、キノコの
周年栽培と町の特産品づくりに取り
組みました。また、農事組合法人を
設立し、加工部門や観光事業部門を
展開して雇用の創出に努めるなど、
地域農業の振興に対する功績が高く
評価されたものです。�

農
林
水
産
祭
の
畜
産
部
門
で
栄
誉

農
林
水
産
祭
の
畜
産
部
門
で
栄
誉�
農
林
水
産
祭
の
畜
産
部
門
で
栄
誉�

天皇杯に輝いた柴田さん夫妻�

受
章
を
喜
ぶ
齋
藤
作
圓
さ
ん�

一家総出での搾乳は毎日の日課�

市美術館、資料館などで展示会�

緑白綬有功章を受章�
齋藤作圓さん（西目）が�

力
作
が
展
示
さ
れ
た
生
涯
学
習�

創
作
展
（
西
目
シ
ー
ガ
ル
）�

染
屋
を
営
ん
で
い
た
旧
家
の
資
料
を�

紹
介
（
矢
島
文
化
保
存
伝
習
施
設
）�

懐
か
し
い
か
や
ぶ
き
き
屋
根
の
模
型�

も
展
示（
岩
城
歴
史
民
俗
資
料
館
）�

鮮やかな彩りを放つステンドグラス展�
（亀田城 佐藤八十八美術館）�

５�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００６�

　
県
が
整
備
を
進
め
て
い
た
一
般
国
道
　

号
「
横
岩
バ
イ
パ
ス
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
十
二
月
一
日
、
現
地
で
開
通
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。�

�

　
横
岩
バ
イ
パ
ス
は
、
本
市
を
起
点
と
す

る
一
般
国
道
　
号
の
中
で
も
、
大
仙
市
に

ほ
ど
近
い
大
内
地
域
の
小
栗
山
地
内
に
位

置
し
、
延
長
九
百
六
十
　
、
幅
員
九
・
五

　
の
片
側
一
車
線
の
道
路
。
横
岩
バ
イ
パ

ス
開
通
前
の
当
該
区
間
は
、
急
勾
配
・
急

カ
ー
ブ
が
続
き
、
冬
季
に
お
け
る
通
行
困

難
な
ど
か
ら
、
早
期
の
改
良
が
切
望
さ
れ

て
い
ま
し
た
。�

　
平
成
十
六
年
度
か
ら
工
事
を
開
始
し
、

約
三
年
を
経
て
開
通
を
迎
え
、
加
藤
慎
太

郎
由
利
地
域
振
興
局
長
は
、「
今
日
の
開
通

は
誠
に
喜
ば
し
い
。
冬
季
に
お
け
る
交
通

難
の
解
消
、
広
域
的
な
幹
線
道
路
の
補
強

整
備
が
図
ら
れ
た
。
秋
田
わ
か
杉
国
体
に

向
け
、
こ
れ
か
ら
も
幹
線
道
路
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
柳
田
市
長
は
「
横
岩
バ
イ
パ
ス
の
開

通
に
よ
り
、
大
仙
市
は
ま
す
ま
す
近
い
存

在
に
な
り
、
地
域
間
の
交
流
の
活
発
化
が

期
待
さ
れ
る
上
、
交
通
安
全
の
面
か
ら
も

危
険
個
所
の
除
去
に
つ
な
が
っ
た
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。�

　
開
通
式
の
後
、
来
賓
や
関
係
者
の
手
に

よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
く
す
玉
が
割
ら
れ
、
集
ま
っ
た
地
元
住

民
は
、
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
に
大
き
な
期
待
を
込
め
て
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。�

　
集
落
営
農
八
組
織
の
代
表
者

が
集
う
中
、「
市
長
と
語
ろ
う
集

落
営
農
」
が
十
一
月
二
十
二
日
、

西
目
公
民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
会
は
、
平
成
十
九
年
度�

か
ら
実
施
さ
れ
る
「
品
目
横
断�

的
経
営
安
定
対
策
」
に
取
り
組�

も
う
と
し
て
い
る
集
落
営
農
組�

織
な
ど
を
対
象
に
、
市
長
と
の
対
話

を
通
し
て
今
後
の
課
題
を
探
り
、
円

滑
な
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
こ
う

と
今
回
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
柳
田
市
長
が
「
農
業
は
市
の
基
幹

産
業
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
位
置

に
あ
る
。
農
業
を
衰
退
さ
せ
な
い
た

め
に
は
、
集
落
営
農
な
ど
支
援
体
制

の
あ
る
策
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
に
き
て
い�

る
の
で
は
な
い�

か
と
思
う
。
苦�

労
は
い
ろ
い
ろ�

あ
る
と
思
う
が
、�

市
で
も
農
協
と�

協
力
し
な
が
ら
、�

こ
れ
か
ら
も
発�

展
し
て
い
く
農
業
を
支
援
し
て
い
き

た
い
」
と
語
る
と
、
組
織
の
代
表
者

か
ら
は
「
経
理
の
一
元
化
や
農
機
の

共
有
化
が
最
大
の
問
題
」「
減
反
地
を

利
用
し
た
米
以
外
の
作
物
を
ど
の
よ

う
に
増
や
し
て
い
く
か
」「
秋
田
市
に

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
作
り
た
い
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
市
へ
の

要
望
、
直
面
し
て
い
る
問
題
な
ど
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
市
内
の
集
落
営
農
組
織
は
、
来
春

に
は
百
集
落
、
面
積
二
千
　
を
超
え

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

日
の
会
場
は
、
集
落
で
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
組
織
を
軌
道

に
乗
せ
、
明
日
の
農
業
を
切
り
開
い

て
い
こ
う
と
模
索
し
て
い
る
参
加
者

た
ち
の
熱
意
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。�

冬季の交通難の解消、利便性向上に大きな期待�

１０５�

１０５�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

８組織の代表者が
市長と明日の農業を探る

ヘ
ク�

タ
ー
ル�



７ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００６

　

犯
罪
を
犯
し
た
人
々
の
改
善
と

更
正
、
そ
し
て
犯
罪
の
予
防
に
長

年
に
わ
た
っ
て
尽
力
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
保
護
司
の
金
子
祖
童

さ
ん
（
七
十
五
歳
・
石
脇
）、
岩

月
盛
能
さ
ん
（
七
十
三
歳
・
岩
野

目
沢
）、
羽
深
良
雄
さ
ん
（
七
十

三
歳
・
石
脇
）
の
三
人
が
、
第
三

十
九
回
県
更
生
保
護
研
修
大
会
に

お
い
て
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

三
人
の
方
々
は
、
犯
罪
を
犯
し

た
人
々
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る

相
談
活
動
や
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
な
ど
を
通
じ
、
犯
罪
の

な
い
、
健
全
な
社
会
の
構
築
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　本荘北中学校（佐藤俊介校長）３年の猪股由布
さんが書いた作文「私と母－３５日間が教えてくれ
たこと－」が、第５６回全国小・中学校作文コンクー
ル（読売新聞社主催）において、読売新聞社賞に
輝きました。
　猪股さんの作文は、教師をしている忙しいお母
さんと、それを寂しく思う自分の中に芽生えた心
の距離がお母さんの病気をきっかけに縮まり、か
けがえの無い存在に変わっていく様子を描いたも
の。お母さんへの思いが素直な言葉で表現されて
いる力作です。
　猪股さんは、「書いている時は賞をもらうこと
なんて考えていなかった。とにかく自分の思いを
文章にしようと思って書いた。受賞をお母さんに
真っ先に報告したら、お母さんも喜んでくれた。
自分の作文を読んで感動してくれる人がいてうれ
しい」と受賞の喜びを話してくれました。

　

海
水
浴
場
で
女
性
を
救
助
し
た

佐
藤
尚
和
さ
ん
（
三
十
歳
・
二
番

堰
）
と
、
振
り
込
め
詐
欺
を
窓
口

対
応
で
未
然
に
防
い
だ
羽
後
信
用

金
庫
由
利
支
店
（
斉
藤
伸
一
支
店

長
）
に
こ
の
ほ
ど
、
由
利
本
荘
警

察
署
（
佐
々
木
新
二
署
長
）
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
金
庫
の
大
内
支
店

（
佐
々
木
高
司
支
店
長
）
に
も
、

同
じ
く
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
未

然
防
止
で
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
の
勇
気
あ
る
行
動
や
、

両
支
店
の
機
転
の
き
い
た
対
応
は
、

地
域
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　平成１８年度全国学校体育研究優良校の表彰

が行われ、清徳幼稚園（齋藤昌司園長）が幼

稚園としては全国でただひとつの優良校に選

ばれました。

　同園では、平成２年から１７年間「足からの

健康づくり～土踏まず形成の実践を通し

て～」をテーマに研究を続けており、家庭と

も連携を図りながら子どもたちの土踏まず形

成や基礎体力づくりの取り組みを実践。その

結果、卒園時にはほとんどの子どもたちに

アーチ型の土踏まずが見られるようになり、基

礎体力や運動遊びへの意欲も向上しています。

　齋藤園長は「子どもたちの頑張りが認めら

れてうれしい。これからも丈夫な体作りにつ

ながる実践を継続していきたい」と話してい

ました。

佐藤さん 斉藤支店長

元気いっぱいの園児たち

左から岩月さん、金子さん、羽深さん

６

　◎本荘図書館　�２２－４９００
・ハロウィーンがやってきた　ベスト版　レイ・ブラッドベリ
・父母の国よ　－中国残留孤児たちはいま－　鈴木　賢士
・おとこ坂おんな坂　　　　　　阿刀田　高
・ワードパワー英英和辞典　　増進会出版社
・共産主義黒書　ソ連編　－犯罪・テロル・抑圧－　恵雅堂出版
・決定版�ジェネリック医薬品２００６　フロム出版
・帰還せず　－残留日本兵６０年目の証言－　青沼陽一郎
・心の病の現在３　うつ病／統合失調症／
　人格障害　行動障害　　　　　　小田　晋
・心の病の現在４　警報３９条／少年犯罪／
　少年法／犯罪捜査プロファイリング　小田　晋
・心の病の現在５　脳と犯罪／性犯罪／
　通り魔／無道規範罪　　　　　　小田　晋
・うさぎのおけいこ　　　　　　垣内　磯子
・福餅天狗餅　－創作民話部落の夜ばなし－　さねとうあきら
・メディエータ２　キスしたら、霊界？　メグ・キャボット
・メディエータ３　さようなら、愛しい幽霊　メグ・キャボット
・金のりす　　　　　　　　　　永田　治子
・１９４８年のスケッチブック　－あるスイス人
　画家と少女が描いた日本の光－　ふなこしゆり

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
・百万遍古都恋情（上・下巻） 　花村　萬月
・子どもが見ている背中　　　　野田　正彰
・王妃・マリー・アントワネット　藤本ひとみ
・美丘　　　　　　　　　　　　石田　衣良
・海　　　　　　　　　　　　　小川　洋子
・豪憲はなぜ殺されたのか　　米山　勝弘
・心にナイフをしのばせて　　　奥野　修司
・ダ・ヴィンチの白鳥たち（上・下）　カレン・エセックス
・落ちこぼれてエベレスト　　　　野口　健
・華の棺　　　　　　　　　　　西村京太郎
・サンタクロースのふくろのなか　安野　光雄
・クリスマスの子犬　　　Ｒ．Ｇ．イントレイター
・ぼくにもそのあいをください　宮西　達也
・おおきなかしの木（大型絵本）　ジェラルド・ローズ 
・もりのてがみ　　　　　　　　　片山　健
・ここが知りたい！日本の鉄道　小林　寛則

　◎由利図書館　�５３－２１２１
・昭和史　１９２６－１９４５　　　　　半藤　一利
・昭和史　戦後篇　１９４５－１９８９　半藤　一利
・江戸時代　　　　　　　　　　山本　博文
・食べ方＋運動　治す ･防ぐ ･若返る健康医学事典
　こころ・能力編　　　　　　　　　　　日野原重明
・食べ方＋運動　治す・防ぐ・若返る健康医学事典
　からだ力編　　　　　　　　　　　　　日野原重明
・狭心症・心筋梗塞　　　　　福井　次矢ほか
・認知症　　　　　　　　　　福井　次矢ほか
・迷宮美術館②　ＮＨＫ「迷宮美術館」制作
・ナイチンゲールの沈黙　　　　　海堂　尊
・削除ボーイズ０３２６　　　　　　方波見大志
・ぼくだけの☆アイドル　　　　新堂　冬樹
・５分間ミステリー　難事件を解け　ケン・ウェバー
・５分でよめる�ディズニー名作集　森　はるな
・チキン・リトル　　　　　　　橋高　弓枝
・ポヤップとリーナ沖縄へいく　たちもとみちこ
・あなたをずっとずっとあいしてる　　宮西　達也
・子ぎつねヘレンがのこしたもの 　竹田津　実

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
と
、
犯
罪

や
交
通
事
故
で
被
害
に
遭
っ
た
人
に
対
す
る
社
会
的
支

援
が
重
要
に
な
る
中
、「
犯
罪
被
害
者
週
間
国
民
の
つ
ど

い
秋
田
大
会
」
が
週
間
初
日
の
十
一
月
二
十
五
日
、
秋

田
市
で
開
催
さ
れ
、「
被
害
者
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の

中
学
校
部
門
で
大
内
中
学
校
（
川
村
和
雄
校
長
）
二

年
・
東
海
林
絵
里
香
さ
ん
の
作
品
「
つ
な
ご
う　

優
し

さ　

心
の
輪
」
が
最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）
に
輝
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
支
援
運
動
の
愛
称

募
集
に
多
く
の
作
品
を
応
募
す
る
な
ど
の
協
力
が
認
め

ら
れ
、同
校
に
三
十
日
、�
秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　

川
村
校
長
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
へ
の
生
徒
た
ち
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
最
優
秀
賞

と
感
謝
状
を
い
た
だ
き
、
二
重
の
喜
び
で
驚
い
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

平成１８年１２月１５日号　　広報ゆりほんじょう

　長年にわたる体育指導委

員としての功績をたたえ、

熊谷重雄さん（５７歳・町村）

に�全国体育指導委員連合

より感謝状が贈られました。

　熊谷さんは、３０年もの間

体育指導委員として地域の

スポーツ振興に尽力され、

市体育指導委員会理事、由

利地域体育指導委員長とし

て活躍されています。

東海林さん（左）と生徒会長の太田岬君
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　③特殊勤務手当（平成１８年４月１日現在）

（注）夜間勤務手当を含みます。

２９，００６千円支給実績（１７年度）

　１２４，４８９円支給職員１人当たり平均支給年額（１７年度）

　　１９．７％職員全体に占める手当支給職員の割合（１７年度）

９手当の種類（手当数）

左記職員に対する支給単価主な支給対象業務主な支給対象職員手当の名称

従事した日　日額５００円
月額５，０００円が上限

個別徴収事務税 務 職市税事務従事手当

従事した日　日額５００円防疫業務
一 般 行 政 職
技 能 労 務 職

防疫等作業従事手当

１回１，０００円行旅死亡人収容業務福 祉 職
行 旅 死 亡 人
収 容 従 事 手 当

従事した月　月額１３０万円医療業務医 師医療業務従事手当

従事した日　日額３００円
月額５，０００円が上限

老人福祉施設業務
福 祉 職
技 能 労 務 職

老 人 福 祉 施 設
勤 務 手 当

１回２００円火災・救助等の災害業務消 防 職災害業務従事手当

１回２００円
１回３５０円（救急救命士）

救急業務消 防 職救急業務従事手当

２時間未満　１回４１０円
２時間以上５時間未満
　　　　　　１回７３０円
５時間以上　１回１，１００円

夜間特殊業務消 防 職
夜 間 特 殊 業 務
従 事 手 当

従事した日　日額５００円
月額５，０００円が上限

ごみ処理業務
一 般 行 政 職
技 能 労 務 職

清掃業務従事手当

職　員　１　人
当　　た　　り
平均支給年額

支給実績

１８９千円２２０，８０８千円

　

年
度
決
算

１６

２４６千円２９０，２７１千円

　

年
度
決
算

１７

支給職員１人当たり
平　均　支　給　年　額
（１７年度決算）

支給実績
（１７年度決算）

国の制度と
異なる内容

国の制度
との異同

内容および支給単価手　当　名

２１０，１０４円１４３，０８１千円同　　じ

扶養親族のある職員に対して支給
・配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３，０００円
・配偶者以外２人目まで　　　　　　　　　　　　６，０００円
　　（配偶者が扶養親族でない場合、そのう
　　ち１人について）　　　　　　　　　　　　　　６，５００円
　　（配偶者がない場合、そのうち１人につ
　　いて）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１，０００円
・その他（１人につき）　　　　　　　　　　　　５，０００円
・子の特定期間加算額　　　　　　　　　　　　　５，０００円
　　（１６歳年度始め～２２歳年度末）

扶 養 手 当

１３１，２８７円　２０，６１２千円同　　じ

自宅または借家に居住する職員に支給
・自宅（新築・購入から５年間）　　　　　　　　２，５００円
・借家（月額１２，０００円以上の家賃を支払っている職員に家
　賃額に応じて支給）　　　　　　　　　　限度額２７，０００円

住 居 手 当

　６８，６７６円　６０，６４１千円同　　じ

通勤距離が２㎞以上である職員に支給
・交通用具使用（通勤距離に応じて支給）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，０００～２４，５００円
・交通機関利用（実費）　　　　　　　　　限度額５５，０００円

通 勤 手 当

４２１，５９９円　９５，７０３千円
管理または監督の地位にある職員に、給料月額の５～１３％
を乗じた額を支給

管 理 職 手 当

　５５，４６４円　９，３１８千円同　　じ

宿日直を行った職員に支給（勤務時間が５時間未満の場合
は５０％を乗じた額）
・普通宿日直　　　　　　　　　　　　　　　　　４，２００円
・鳥海診療所および鳥海荘　　　　　　　　　　　５，９００円
・畜産センター　　　　　　　　　　　　　　　　５，１００円
・常直的な宿日直（月の１ / ２超）　　　　　　　２１，０００円
・常直的な宿日直（上記以外）　　　　　　　　　１０，５００円

宿 日 直 手 当

１７７，５７２円　５５，５８０千円同　　じ
休日等において正規の勤務時間に勤務した場合、１時間当
たりの給料単価に１３５％を乗じた額を支給

休日勤務手当

　９０，８７８円１０６，９６３千円
支給地域お
よび経過措
置期間　　

異　な　る

１１月から３月までの各月の初日に在職する職員に支給
（現在経過措置期間中）
・世帯主で扶養親族のある職員　　　　　　　　１７，８００円
・世帯主で扶養親族のない職員　　　　　　　　１０，２００円
・その他の職員　　　　　　　　　　　　　　　　７，３６０円

寒 冷 地 手 当

　④時間外勤務手当

　⑤その他の手当（平成１８年４月１日現在）

平成１８年１２月１５日号　　広報ゆりほんじょう ８
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（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/c-gyousei/j-k_system
/

index.htm
l

）

１　人　当　た　り
給与費　Ｂ / Ａ

給　　　　与　　　　費職　員　数
　　　　Ａ

区分
　　計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　　料

　　　　　千円
６，１２０

　　　千円
７，２３３，８０６

　　　　　千円
１，８５９，１９４

　　　千円
８１１，１７５

　　　千円
４，５６３，４３７

　　　　人
１，１８２

１７年度

１７　年年　　度
９２．７数値（％）

平均給与月額平均給料月額平均年齢

３７９，２９２円３３４，５４２円４４．００歳
一　般
行政職

２９７，４０３円２７８，１０８円４７．０６歳
技　能
労務職

３６３，８５２円３１８，７５１円４３．０６歳消防職

消　防　職一般行政職区　分

１７０，２００円１７０，２００円大学卒

１３８，４００円１３８，４００円高校卒

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　分

３４８，９８０円２９８，８６０円２５７，７０８円大学卒
一般行政職

３０６，３５０円２６０，５０６円２１２，６６７円高校卒

２４４，３３３円２３４，１１４円１９２，３６７円高校卒技能労務職

２９４，６００円２５７，２３３円２０６，９１４円高校卒消　防　職

合　計

７　級６　級５　級４　級３　級２　級１　級区　　分

理　　事
部　　長

次　　長
課　　長

課　　長
主席参事

課長補佐
副　参　事

主　　査
主　　任
主任技師

主　　事
技　　師

標準的な
職務内容

７１０人３０人９０人１３２人１０１人２３２人６４人６１人職　員　数

１００．０％４．２％１２．７％１８．６％１４．２％３２．７％９．０％８．６％構　成　比

一人当たりの平均
支給額（１７年度）　

職制上の段階、職務の
級等による加算措置

支給割合（１７年度）区　　分

１，５７８千円役職加算　５～１５％
３．００月分期末手当

１．４５月分勤勉手当

その他の加算措置最高限度額勤続３０年勤続２５年勤続２０年
一人当たりの平均
支給額（１７年度）　

区　　分

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）

５９．２８月分４７．５０月分３３．５０月分２３．５０月分１０，６４６千円自　己　都　合

５９．２８月分５９．２８月分４１．３４月分３０．５５月分２３，３６０千円定年・勧奨

（注）１　職員手当には、退職手当を含みません。
　　　２　職員数は平成１７年４月１日現在の人数です。

（参考）　　　　　
１６年度の人件費率

人件費率
　　Ｂ / Ａ

人　件　費
　　　　Ｂ

実質収支
歳　出　額
　　　　Ａ

住民基本台帳
人口（年度末）

区分

　　　　　　　％
１９．０

　　　％
２０．９

　　　　千円
１０，６１４，２０９

　　　千円
１，２４８，４８１

　　　　千円
５０，６９８，８６２

　　　　　人
９０，０９５

１７年度

（注）人件費には、特別職に支給される給料などを含みます。

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした
　　　場合の、市職員の給与水準を示す指数です。

（注）１　平均給料月額は、各職種ごとの職員の基本給の平
　　　　均です。
　　　２　平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる諸手
　　　　当の額を合計したものの平均です。

（注）１　由利本荘市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
　　　３　平成１８年に９級制から７級制に変更となりました。（旧給料表の１級および２級と、４級および５級をぞれぞれ統合）

　①期末手当・勤勉手当

　②退職手当（平成１８年４月１日現在）

（注）１人当たり平均支給額は、平成１７年度退職者に支給されたものの平均です。

２ 職員給与費の状況（普通会計決算）

１ 人件費の状況（普通会計決算）

３ ラスパイレス指数

４ 職員の平均年齢、平均給料月額および
平均給与月額の状況（平成１８年４月１日現在）

６ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成１８年４月１日現在）

５ 職員の初任給の状況
（平成１８年４月１日現在）

７ 一般行政職の級別職員数の状況（平成１８年４月１日現在）

８ 職員の手当の状況（普通会計職員）



１１ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００６

　　採　　　用　　２０人　　平成１８年４月１日
　　退　　　職　　４２人　　平成１８年３月３１日
　　　定年退職　　２１人
　　　勧奨退職　　１４人
　　　普通退職　　７人  
　　※他団体からの派遣職員の着任や帰任は含みません。

　①職員の採用、退職の状況

職　　　　　員　　　　　数
定　　数区　　　　　分

主　事　級主　任　級主　査　級課長補佐級課　長　級部　長　級計
２０８９２２７２１９１１２６２４９１３９６７市長部局
４４２２４４４２３１１１１９４総務部
１０５２７１０８１６１企画調整部
１８１０２７２５１６３９９市民環境部
７５３１９０５８２１１２７６福祉保健部
１９７２６１６１７１８６農林水産部
１４１１３１０８１４７商工観光部
２３１４３３２６１７３１１６建設部
５１６１１１１５国体事務局
０１１０４１７行政改革推進本部
００５３３１１２収入役室
００４２１１８９議会事務局
０１０１０１３６選挙管理委員会事務局
００００２１３４監査委員事務局
００２４１１８８農業委員会事務局
１２７２４３６２０３２３２４２２３７教育委員会
２９２３３６７９２１２１９０１９７消防本部
９５１８１２１４１５９６９ガス水道局
３７３１４５３６８３０９１９７３４１，４２６１，４９７合　　　　　計

　②職員数の状況（平成１８年４月１日現在）

　月曜日～金曜日（休日を除く）
　勤務時間：８時３０分～１７時１５分
　うち休憩時間４５分、休息時間３０分

　年次有給休暇の取得状況（一般職）

※全対象職員とは、平成１７年１月１日から平成１７年１２月３１日までの全期間を在職した一般
　職の職員であり、中途に採用された者や退職した者、育児休業者は除いています。

　職員の健康管理のため、毎年健康診断を実施しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１７年度）

受　診　者　数区　　　分

８６５人定期健康診断

１７１人健　　康　　相　　談

　職員の研修状況　　　　　　（平成１７年度）

勤務成績の評定の概要
　　年１回の定期昇給、６月・１２月の勤勉
　手当支給の際に職員の勤務成績の評定
　を行っています。

受講者数コース数研　　修　　名
２人２回他団体派遺研修
７人１回新規採用職員研修
３人１回課長研修
４人２回課長補佐研修
５人１回海外研修
３３５人８回メンタルヘルス研修
２１４人３回住民対応向上研修
７人１回実践ビジネスマナー研修
３人１回職員接遇研修
１３人４回クレーム対応研修

　　（平成１７年度）

処分者数処分の種類
０人降　　給

分限処分
３人休　　職
０人免　　職
１人降　　任
０人免　　職

懲戒処分
０人停　　職
１０人減　　給
４人戒　　告

　この他、療養休暇、
組合休暇、病気休暇、
特別休暇、介護休暇が
必要と認められる場合
に与えられます。

全対象職員数�総取得日数�総付与日数�
７０４人６，７０５．０日２７，３８１日

取得率�／�平均取得日数�／�
２４．５％９．５

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

２ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（一部施設を除く）

４ 職員の服務の状況

３ 職員の分限および懲戒処分の状況

５ 職員の研修および勤務成績の評定の状況
６ 職員の福祉および利益の保護の状況

　①不利益処分に関する不服申立の状況
　　　職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けた場合、公平委
　　員会に不服申し立てができます。

年度末係属件数年度中処理件数年度中申立件数年度当初係属件数
０　　件０　　件０　　件０　　件

年度末係属件数年度中処理件数年度中申立件数年度当初係属件数
０　　件０　　件０　　件０　　件

７ 公平委員会の業務の状況

　②勤務条件に関する措置の要求の状況
　　　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、
　　市当局により適切な措置がとられるべきことを要求することができます。

平成１８年１２月１５日号　　広報ゆりほんじょう １０
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議　　　員副　議　長議　　　長助　　　役市　　　長区　　　分

３５９，０００円３７７，０００円４２７，０００円７１０，０００円９００，０００円給料・報酬月額

３．３０月分３．３５月分期末手当（平成１７年度）

給料×０．２８×在職月数給料×０．４７×在職月数退　職　手　当

一般職に同じ寒　　冷　　地　　手　　当

主な増減理由
対前年
増減数

職　員　数　　　　　区　分
部　門　　　　　 平成１８年平成１７年

０８８議　　 会

一　
般　
行　
政　
部　
門

普　
通　
会　
計　
部　
門

班の統廃合による縮小△　９２８３２９２総　　 務

収納部門の強化１５５５４税　　 務

班の統廃合による縮小△　３１６９１７２民　　 生

本荘総合支所および班の統廃合による縮小△　３８９９２衛　　 生

除・間伐事業の民間委託および
班の統廃合による縮小

△　１３９８１１１農林水産

０４３４３商　　 工

班の統廃合による縮小△　４８７９１土　　 木

〈参考〉
人口１，０００人当たり職員数　９．２３人

△　３１８３２８６３計

本荘教育事務所および班の統廃合による縮小△　４２４３２４７教　育　部　門

消防体制の強化５１９０１８５消　防　部　門

〈参考〉
人口１，０００人当たり職員数　１４．０４人

△　３０１，２６５１，２９５小　 　 　 計

０５３５３水　 　 　 道会

計

部

門

公
営
企
業
等

管理事務の体制強化５２１１６下　 水　 道

ガス・老保事業の体制縮小△　１８８８９そ　 の　 他

４１６２１５８小　 　 　 計

〈参考〉
人口１，０００人当たり職員数　１５．８４人

△　２６
［０］

１，４２７
［１，４９７］

１，４５３
［１，４９７］

合　　　計

（注）　１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　　２　［　　］内は、条例定数の合計です。

職　員　数区　　分

７人２０歳未満

４０人
２０歳～　
　　２３歳

９９人
２４歳～　
　　２７歳

１１３人
２８歳～　
　　３１歳

１３７人
３２歳～　
　　３５歳

９６人
３６歳～　
　　３９歳

１０９人
４０歳～　
　　４３歳

１４３人
４４歳～　
　　４７歳

１９３人
４８歳～　
　　５１歳

２５１人
５２歳～　
　　５５歳

２３７人
５６歳～　
　　５９歳

１人６０歳以上

１，４２６人計

　①平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

純　　　減　　　率純　　　減　　　数
平成２２年４月１日
職　　　員　　　数

平成１７年４月１日
職　　　員　　　数

９．７％１４１人１，３１２人１，４５３人

　②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実践）の概要（各年４月１日現在）

（参考）　　　　　
数値目標

１８年～２２年
計

１８年
１年目

１７年
計画始期

　　　　　　区　　分
部　　門　　　　　　

７４８－８３２８６３職　員　数一般行政
部　　門 △　１１５（　　２７．０％）△　３１増　　減

２２２－２４３２４７職　員　数
教育部門

△　２５（　　１６．０％）△　４増　　減

１９０－１９０１８５職　員　数
消防部門

５（　　１００．０％）５増　　減

１５２－１６２１５８職　員　数公営企業
等　会　計
部　　門 △　６（　△　６６．７％）４増　　減

１，３１２－１，４２７１，４５３職　員　数
計

△　１４１（　　１８．４％）△　２６増　　減

特別職の報酬等の状況（平成１８年４月１日現在）９

１０ 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在） １１

年
齢
別
職
員
構
成
の
状
況
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

１８

（注）１ 計画期間は、１７年～２２年の
５年間です。

２ （％）内の数値は、数値目
標に対する進捗率を示し

ちょく

ます。

３ 増減は、各年の欄にあって
は対前年比の職員増減数を、
計の欄にあっては計画１年
目以降現年までの職員増減
数の累計を示します。

１２ 定員管理の数値目標および進捗状況
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鍋
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
加

者
は
郷
里
の

味
に
舌
鼓
。

ま
た
、
り
ん

ご
や
米
な
ど

の
景
品
が
当

た
る
「
ふ
る

さ
と
抽
選

会
」
が
行
わ

れ
、
当
選
者

が
発
表
さ
れ

る
た
び
に
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
身
町
内
ご

と
に
記
念
撮
影
、
全
員
で
西
目
村
歌
を
斉
唱
し
、

故
郷
・
西
目
を
懐
か
し
み
な
が
ら
来
年
の
再
会

を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　

西
目
地
域
出
身
の
関
東
在
住
者
の

ふ
る
さ
と
会
・
関
東
地
区
西
目
会

（
齋
藤
鋭
喜
会
長
、
会
員
五
百
三
十

六
人
）
の
総
会
が
十
一
月
二
十
六
日
、

都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員

の
ほ
か
、
市
内
他
地
域
の
ふ
る
さ
と

会
会
長
、
三
浦
西
目
地
域
自
治
区
長

ら
百
人
が
参
加
し
て
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
西
目
地
域
の
事
業
者

に
よ
る
物
産
販
売
「
は
ま
な
す
フ
ェ

ア
」
で
特
産
の
り
ん
ご
や
農
産
物
加

工
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
ふ
る
さ
と

の
品
が
格
安
で
手
に
入
る
と
あ
っ
て
、

大
勢
の
人
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

由
利
本
荘
市
の
近
況
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
総
会
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

西
目
か
ら
持
っ
て
き
た
き
り
た
ん
ぽ

　

総
会
で
は
、

熊
谷
正
二
東

京
支
部
長

（
本
市
町
村

出
身
）が「
今

年
か
ら
開
催

会
場
が
変
わ

る
こ
と
に

な
っ
た
が
、

会
員
み
な
さ

ん
の
お
か
げ

で
無
事
総
会

を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ふ
る
さ
と
由
利
は
雪
が
降
っ

た
と
聞
き
懐
か
し
く
思
う
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
各
方
面
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ん
の
労
苦
を
ね
ぎ

ら
う
と
と
も
に
、
市
の
近
況
に
つ
い
て
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
に
移
り
、「
由
利
本

荘
市
由
利
地
域
の
現
況
」
と
題
し
た
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
懐
か
し
い
景
色
や
各

施
設
の
現
況
を
見
な
が
ら
、
思
い
出
話
や
お
互

い
の
近
況
を
報
告
し
、
和
や
か
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
「
第
三
十
八
回
由
利
中
学
校
同
窓
会
東
京
支

部
総
会
」
が
十
二
月
二
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
由
利
地
域
出
身
の
首
都
圏
在
住
者

約
百
三
十
人
の
ほ
か
、
本
市
か
ら
も
阿
部
由
利

地
域
自
治
区
長
を
始
め
、
一
般
参
加
の
市
民
な

ど
二
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
ん
だ
総

会
・
懇
親
会

西
目
村
歌
を
斉
唱
す
る
参
加
者

　峠を挟んで結び合う秋田、山形、宮城３県の６市
町が集まり、交流を深めながら相互の地域振興を図
ろうと「２００６サミットｉｎ由利本荘Ⅱ」が、１１月２５日
鳥海地域の紫水館で開催されました。
　このサミットには、平成８年の国道１０８号・鬼首
（おにこうべ）トンネルと松ノ木トンネルの開通を
きっかけに雄勝峠や甑（こしき）峠などによって結
ばれている本市（旧鳥海町）のほか、湯沢市（旧雄
勝町）、山形県金山町、最上町、真室川町、宮城県
大崎市（旧鳴子町）が参加。オープニングセレモ
ニーでは、柳田市長が「峠があった時代、人や物を
運ぶ峠越えがいかに大変だったか、先人の苦労がし
のばれる。トンネルを通すのには時間がかかったが
隣の地域に簡単に行け、親交が図られている。しか
し、トンネルや道路がどのように活用されているの

か、まだまだできることがあるのではないか。今日
の鳥海山はことのほか美しく、全国に発信できる山
であり、皇太子殿下から「いい山ですね」とお褒め
いただいたことは金看板。この山を中心にサミット
が開催できることはうれしい。」とあいさつ。

　続いて、本海獅子舞伝承者懇話会の松田訓会長が
「獅子舞番楽のウラおもて」と題し基調講演を行い、
民俗学者や研究者たちの調査活動などを紹介。また、
物産展「峠の茶屋」では各市町が持ち寄った物産品
を買い求める参加者でにぎわいました。
　午後からの「峠の交流ステージ」では、各市町に
伝わる郷土芸能が披露され、最後に「峠にかけた夢
とロマンのまち」を６市町が一体となって実現して
いく旨のサミット宣言が会場からの盛大な拍手によ
り採択されました。

基
調
講
演
で
演
じ
ら
れ
た

「
祓
い
獅
子
」

大
好
評
の
物
産
展

「
峠
の
茶
屋
」

１２平成１８年１２月１５日号　　広報ゆりほんじょう

　鳥海地域のボランティアグループ山鳩（野口元会
長）による「三船敏郎フォーラム」が１２月２日、紫水
館で開催され、市内外から集まったおよそ１３０人が国
際的な名優と地域の深い縁を思い返しました。
　フォーラムでは、三船さんの父・徳造さんが旧鳥海
町小川出身で旧満州（中国東北部）に移り住んだこと、
三船さんは青島で生まれ育ち、終戦後東宝のニュー
フェイスとして採用されたことなどが紹介された後、
映画やテレビ番組に出演した姿がスクリーンに上映さ
れました。
　続いて、三船さん出演の映画で小道具係を務められ
た佐藤袈裟孝さん（長野県佐久市）と俳優の故・粟津
號さんの妻で詩人の船木倶子さん（千葉県浦安市）を
講師に迎え、三船さんの魅力などが語られました。
　野口さんは、「三船さんについてのお話を伺いなが
ら、地域の人たちにつながるきっかけづくりになれば
とこのフォーラムを開催した。鳥海を三船さんの『心
のふるさと』という形などでＰＲしていきたい」と
語っていました。

　

二
時
限
目
の
「
ロ
ケ
ッ
ト
と
惑

星
探
査
」、
三
時
限
目
の
「
宇
宙

（
天
体
）
と
生
命
」
で
は
、
講
話

の
後
質
問
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

「
太
陽
は
空
気
の
無
い
宇
宙
で
ど

う
や
っ
て
燃
え
て
い
る
の
」「
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
吸
い
込
ま
れ
た

ら
戻
っ
て
こ
れ
る
の
か
」
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
次
々
に

質
問
。
講
師
陣
は
う
な
ず
い
た
り
、

時
に
考
え
込
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

一
つ
一
つ
の
質
問
に
丁
寧
に
回
答

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
最
先
端
の
宇
宙
科
学
に
触
れ
、

科
学
が
成
し
遂
げ
て
き
た
も
の
だ

け
で
な
く
そ
の
過
程
に
あ
る
研
究

者
た
ち
の
苦
悩
や
努
力
、
そ
こ
に

生
ま
れ
た
ド
ラ
マ
を
目
の
当
た
り

に
し
、
宇
宙
を
身
近
に
感
じ
な
が

ら
目
を
輝
か
せ
て
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

ア
イ
デ
ィ
ア
レ
シ
ピ
の
出
来
に

子
ど
も
た
ち
も
大
満
足
の
様
子

講
師
の
言
葉
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
る
子
ど
も
た
ち

いつか宇宙に
　　　　行ってみたい

　由利本荘市地域に根ざした学校給食を推進しようと、
高瀬小学校、小友小学校、直根小学校の３校が取り組
んでいた「子ども達が考えたアイディアレシピ集」と、
８地域の小学生が自分たちの地域の「おいしいもの」
を探した「由利本荘市“おいしいもの”マップ」がこ
のほど完成しました。
　このうち、小友小学校では、「アイディアレシピ集」
の中から同小４年生の小松紗也さん発案の「じゃが
マーボー」が給食に登場。始めて食べるメニューに、
子どもたちは「おいしい�」と口々に言いながら、笑
顔で味わっていました。

　

日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
祥
の
地
・

岩
城
で
、「
宇
宙
学
校
・
あ
き
た
」

が
十
一
月
二
十
五
日
行
わ
れ
、
市

内
外
の
小
中
学
生
な
ど
、
延
べ
六

百
人
が
宇
宙
の
神
秘
と
そ
の
謎
に

迫
る
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

一
時
限
目
の
「
道
川
の
ロ
ケ
ッ

ト
か
ら
五
十
年
」
と
題
し
た
講
演

で
は
、
宇
宙
科
学
研
究
本
部
の
的

川
泰
宣
教
授
が
、「
道
川
で
の
打

ち
上
げ
実
験
の
歴
史
が
無
け
れ
ば

そ
の
後
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
に

は
つ
な
が
ら
な
い
。
日
本
の
宇
宙

研
究
の
歴
史
に
と
っ
て
、
道
川
が

い
か
に
大
切
な
場
所
だ
っ
た
か
。

今
や
宇
宙
は
た
だ
目
指
す
も
の
で

は
な
く
、
行
き
、
何
ら
か
の
成
果

を
得
て
帰
る
時
代
と
な
っ
た
。
君

た
ち
が
生
き
て
い
く
時
代
に
お
い

て
、
宇
宙
研
究
は
さ
ら
に
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
を
切
り
開
い
て
い
く

だ
ろ
う
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

国
際
的
名
優
の
ル
ー
ツ
に

参
加
者
も
興
味
津
々

広
大
な
宇
宙
の
魅
力
に

つ
い
て
語
る
講
師

　お母さんと参加しました。
２人とも宇宙や星が大好き。
宇宙のことをたくさん勉強
して、いつか宇宙に行って
みたいです。
　田　畑　　綾さん

（新山小３年　石脇）
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今
年
度
整
備
区
域
の
岩
城
地
域
、
東
由

利
地
域
、
本
荘
地
域
の
松
ヶ
崎
、
北
内
越
、

石
沢
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
に
つ
い
て
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
申
し
込
み
を
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。 

　
該
当
区
域
の
ご
家
庭
に
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

情
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
関
係
書
類
を
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
十
九
年
四
月

か
ら
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
一
月

十
日
ま
で
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

※
お
申
し
込
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お  

　
届
け
し
ま
し
た
加
入
申
込
関
係
書
類
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

　
今
年
度
整
備
区
域
に
所
在
す
る
企
業
、

事
業
所
、
事
務
所
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も

加
入
の
受
け
付
け
を
い
た
し
ま
す
。
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
お
申
し
込
み
関
係
書
類
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

①
基
本
サ
ー
ビ
ス
（
月
額
千
三
百
円
） 

・
市
内
各
地
域
の
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
を
独
自

　
に
制
作
し
、
毎
日
放
送
し
ま
す
。 

・
県
内
放
送
五
波
、
Ｃ
Ｓ
放
送
四
波
、
地
上

　
デ
ジ
タ
ル
放
送
な
ど
、
親
局
か
ら
直
接
受

　
信
し
、
鮮
明
な
画
質
で
送
信
し
ま
す
。 

・
緊
急
・
防
災
情
報
の
一
斉
放
送
や
町
内
会

　
な
ど
か
ら
の
音
声
告
知
放
送
を
受
信
で
き

　
る
、
多
重
情
報
端
末
機
を
無
償
で
貸
与
し

　
ま
す
。
こ
の
端
末
機
に
は
、
市
内
の
ケ
ー

　
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
者
同
士
が
無
料
で
通
話

　
で
き
る
Ｉ
Ｐ
電
話
機
能
が
あ
り
ま
す
。 

②
追
加
サ
ー
ビ
ス

・
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
十
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
Ｃ  

　
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
四
十
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

　
再
送
信
を
行
い
ま
す
。（
希
望
す
る
チ
ャ
ン

　
ネ
ル
に
よ
り
別
途
有
料
と
な
り
ま
す
。
ま

　
た
、
専
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必
要
で
す
） 

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、

　
常
時
接
続
二
十
四
時
間
使
い
放
題
で
月
額

　
二
千
七
百
円
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
を

　
利
用
し
、
距
離
に
左
右
さ
れ
な
い
高
速
安

　
定
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
し
ま
す
。 

CATVの 加入受け付け CATVの 加入受け付け 
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
の
概
要 

事
業
所
の
加
入
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

始まりました！ 
岩城地域 東由利地域 本荘地域 （松ヶ崎・北内越・石沢） ・ ・ 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー（
　
　
―
３
７
２
２
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

６５ 
1

（1２４－６２５３） 
各総合支所市民課 または 

市生活環境課 問い合わせ先▼

本
　
　
　
庁 

本
　
　
　
　
荘 

12　月 １　月 

※29日は印鑑証明・住民票の発行のみ行います。 
※本庁以外の市民課窓口は12月29日～1月3日まで休業しますが、 
　その間も戸籍届出は全ての総合支所で受け付けします。 

※29日は納付書再発行、納付相談のみ。 
　税証明の発行はできません。 

※通常休館日の12月26日（火）は休まず営業し、12月27日・28日と 
　1月9日は休館いたします。 

28 29 30 31 1 2 3 4市民生活課窓口 

29日  9：00～15：00
（1２４－６２４３） 

市税収納窓口 

29日  8：30～15：00

10：00～16：00

29、30日 9：00～16：00／31日  9：00～15：00

２日は送迎バス運休 

（1２４－６２５６） 

由
利 

矢
　
　
島 

岩
　
城 

12　月 １　月 

※12月24日（日）と日曜・祝日の午後5時 
　以降も休館します。 

※12月17日（日）も休館します。 

28 29 30 31 1 2 3 4由利図書館 
（1５３－２１２１） 

（1５６－２９４０） 

矢島勤労青少年ホーム 

寿康苑 

※12月24日（日）も休館します。 

※市税・水道料金の納付書再発行と収納 
　のみ行います。証明発行はできません。 

（1５６－２２０５） 
福祉会館 

※通常休業日の第1・第3水曜は休まず営業し、 
　第2・第4水曜を1月の休業日といたします。 

（1３３－２２５９） 
かしわ温泉 

（1７４－２５００） 
亀田城佐藤八十八美術館 

大
　
内 

西 

目 

（1６５－２２１４） 
振興課税務班 

（1６５－２８０３） 
建設課水道班 

（1７３－３６７３） 
岩城図書館 

（生涯学習課 
　1５６－２２０３） 

休日応急診療所 

鶴舞温泉 

（1２４－３９１７） 

（1２３－７２２７） 

ぱいんすぱ新山 
（1２８－１６６１） 

本荘勤労青少年ホーム 
（1２２－０９００） 

本荘図書館 
（1２２－４９００） 

山田 
暢夫 

加藤 
芳 

奥山 
俊 

海法 
恒男 

年末年始のため、市役所ほか各施設は12月29日（金）から１月３日（水）まで休業いたします。
一部業務については次の表のとおりですので、ご確認のうえお出かけください。

多重情報端末機 

税 
のみ 

12月30日（土）～１月３日（水）はお休みし、１月４日（木）から再開します。

［※本荘一般廃棄物最終処分場（埋立地）は12月30日（土）正午まで営業します。］

月　 日（金）まで １２ ２９ 
実施します。

ごみ 
収集 

印…休業・休館 

１４平成１８年１２月１５日号　　広報ゆりほんじょう

地域情報コーナー

■１月からの「遊泳館」各種教室のご案内

◎初級者（クロール、背泳ぎ）　　定員４０人

▽と　き　１月５日�から毎週月・金曜日　午前１０時１５
　　分～１１時１０分（全１６回）
◎中級以上（平泳ぎ、バタフライ）　　定員２５人

▽と　き　１月５日�から毎週月・金曜日　午前１１時１５
　　分～１２時１０分（全１６回）

▽と　き　１月５日�から毎週月・金曜日　午前１１時１５
　　分～１２時１０分（全１６回）

▽講　師　水泳指導員・田口真由美さん、佐々木君枝さ
　　ん、大川はるかさん

▽参加費　２，０００円　　 ▽定　員　２０人
※各教室とも参加費を初日にいただきます。ただし、
　プール使用料は毎回必要です。

▽各種教室の申し込み・問い合わせ先　スポーツ振興課、
　　または遊泳館（�２４－０１３４）
■「第４５回本荘男女混合バレーボール大会」を行います

▽と　き　１月２８日�　開会式：午前９時～、競技開
　　始：午前９時３０分～

▽ところ　尾崎小学校体育館　

▽参加費　１チーム１，０００円

▽申し込み　１月１７日�まで、スポーツ振興課

■「冬休み子ども陶芸教室」に参加しませんか

▽と　き　１２月２７日�　午前９時～

▽ところ　東光館（赤田地区）　

▽対　象　小学４年生以上　　 ▽定　員　先着２０人

▽材料費　５００円

▽申し込み　１２月２２日�まで、東光館

■「フィットネスジム登録講習会」を行います

▽と　き　１２月２１日�　午後６時３０分～

▽ところ　アクアパル　　 ▽定　員　先着２５人

▽年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５円（ともに税込み）
※事前に電話等でアクアパルへお申し込みください。
■「冬の貝殻細工教室」に参加しませんか

▽と　き　１２月２４日�　午前１０時～１２時３０分

▽ところ　アクアパル　　

▽内　容　貝殻と木の実を使ったキーホルダーや飾り物、
　　クリスマスキャンドル、リースなどの制作

▽対　象　小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）

▽持ち物　はさみ、作品を持ち帰る袋など

▽材料代　３００円　　 ▽定　員　６０人

▽申し込み　１２月２０日�まで、アクアパル

スポーツ振興課　�２４－６２８７

本 荘 地 域本 荘 地 域

東光館　�２３－２８８２

アクアパル　�２２－５６１１

水 泳 教 室

水中ウオーキング教室

■鳥海山麓地区総合案内所　開館日が変わります
　３月末までの冬期間、下記のとおり変更になります。

▽開館日　土曜日、日曜日、国民の祝日
※１２月２９日～１月３日までは休館です。

▽開館時間　午前１０時～午後５時

▽問い合わせ先　矢島総合支所産業課、鳥海山麓地区総
　　合案内所（�５５－３００３）

矢 島 地 域矢 島 地 域

産業課　�５５－４９５６

■読み聞かせ教室『おはなしのへや』に集まれ�
　毎月第４土曜日に出羽伝承館で開催しています。
　読み聞かせボランティア会員も募集中です。

▽と　き　１２月２３日�　午前１０時３０分～

▽ところ　出羽伝承館（児童図書コーナー）

▽問い合せ先　出羽伝承館（�６２－０５０５）

大 内 地 域大 内 地 域

生涯学習課　�６５－２２１０

■大内地域の皆さん
　　「市長とまちづくりを語る会」にご参加ください

▽と　き　１２月２５日�　午後２時～

▽ところ　農村環境改善センター

▽内　容　市長の講話、質疑応答など

▽問い合わせ先　広報広聴課（�２４－６２３７）

■「あそびの広場」においでください

▽と　き　１２月２６日�　午前９時～１１時

▽内　容　　「歌や踊りを楽しもう」
　　園児の発表、手遊び、おやつ

▽参加費　１人５０円

■『古文書解読講座』にご参加ください
　　「古文書から歴史を読む」をテーマに開催します。古
文書を読むことで見えてくる江戸時代の人々の暮らしや、
当時の社会について、わかりやすく学ぶことができます。

▽と　き　１月２３日�、３０日�　午後１時～３時

▽ところ　由利コミュニティセンター「善隣館」

▽講　師　県公文書館学芸主事・畑中康博さん（２３日）、
　　後藤富貴さん（３０日）

▽学習内容　近世（江戸時代）秋田の古文書を解読し、
　　地域の歴史や文化を学ぶ。

▽受講料　無料　　 ▽人　数　先着２０人

▽申し込み　１月１５日�まで、由利公民館

由 利 地 域由 利 地 域

ゆり保育園　�５３－４１９１

由利公民館　�５３－２２４５
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家
屋
の
「
滅
失
届
」
は

　

お
済
み
で
す
か
？

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、

毎
年
一
月
一
日
に
現
存
す
る
家
屋
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

年
内
に
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
翌
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
年
内
に

家
屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
用
紙
は
、
市
税
務
課
、
各

総
合
支
所
振
興
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

市
税
務

　

課
（�
　
　　�
　
６
３
０
５
）、
ま
た
は

２４

　

各
総
合
支
所
振
興
課

※
法
務
局
で
滅
失
登
記
済
み
の
場
合
、

提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
「
償
却
資
産
」
に
か
か
る

　

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

償
却
資
産
は
、
資
産
の
所
有
者
か

ら
の
申
告
を
も
と
に
課
税
を
行
っ
て

い
ま
す
。
適
正
な
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
申
告
が
必
要
な
方
】

　

事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
、
法
人

【
申
告
の
対
象
と
な
る
資
産
】

　

平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在
で
所

有
す
る
事
業
用
資
産
（
構
築
物
・
機

械
及
び
装
置
・
工
具
・
器
具
・
備
品

な
ど
）
で
土
地
、
家
屋
以
外
の
も
の
。

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
車
両
も
含
ま
れ

ま
す
。

【
申
告
の
方
法
】

　

該
当
す
る
方
へ
申
告
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た
方
や
、

償
却
資
産
所
有
者
で
申
告
書
が
送
付

さ
れ
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
提
出
期
限　

１
月　

日�
３１

▽
提
出
先　

市
税
務
課
・
各
総
合
支

　

所
振
興
課

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
税
務
課
（
資

　

産
税
班 �
　
　　�
　
６
３
０
４
）

２４

　
「
火
の
元
」
に
は
十
分
ご
注
意
を

　

こ
の
と
こ
ろ
、
建
物
火
災
が
多
発

し
、
死
者
も
出
て
い
ま
す
。
年
末
年

始
を
迎
え
、
今
一
度
、
ス
ト
ー
ブ
、

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
か
ら
の
出
火
に
よ

る
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
事
項
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
辺
に
燃
え
や

　

す
い
物
を
置
い
た
り
、
上
方
に
洗

　

濯
物
な
ど
を
干
さ
な
い
。

②
給
油
や
就
寝
、
外
出
の
時
は
必
ず

　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
消
火
を
確
認
す
る
。

③
煙
突
は
落
雪
で
外
れ
な
い
よ
う
に

　

し
っ
か
り
固
定
す
る
。

④
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

　

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

⑤
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

⑥
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
火

　

災
警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

【
市
消
防
本
部
・
本
荘
消
防
署
・
矢
島
消
防
署
】

税　

金

家屋�

償却�
資産�

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す�

１月２１日（日）は、　　　　　　　　
冬の由利本荘を思いっきり堪能�

　市観光協会では市内の観光資源を
知ってもらい、広く情報発信につな
げようと、９月のツアーに続き、冬の
「観光施設巡りツアー」を行います。
　お誘い合わせのうえ、ご参加くだ
さい。

◇とき　１月２１日�　午前９時（総
　　合支所集合）～午後３時３０分ころ
　　　（総合支所で解散）
◇コース　各総合支所→新山神社→石脇蔵の市
　　→昼食・温泉施設（ぱいんすぱ新山、かし
　　わ温泉、鶴舞温泉）→各総合支所
◇対　象　市にお住まいの人
◇定　員　市観光協会各支部　先着２５人程度
◇参加費　昼食代などの実費　約１，５００円
◇申し込み　１２月１８日�～１月１０日�
　　　市観光協会支部事務局へ電話などでお申
　　し込みください。
　　本荘／�２４－６３４９、矢島／�５５－４９５３、岩
　　城／�７３－２０１４、由利／�５３－２１１４、大内
　　／�６５－２２１６、東由利／�６９－２１１６、西目
　　／�３３－４６１５、鳥海／�５７－２２０５
◇問い合わせ先　市観光協会事務局（市観光振
　　興課�２４－６３７６、または各総合支所産業課）

　

固
定
資
産
税
第
三
期
分
と
国
民
健

康
保
険
税
第
六
期
分
の
納
期
限
（
口

座
振
替
日
）
は　

月　

日�
で
す
。

１２

２８

　

お
近
く
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま
た

は
市
役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
納
付
の

方
は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
収
納
課

　
　
　
　
　
　
（�
　
　　�
　
６
２
５
６
）

２４

市
税
の
期
限
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い　
　

参加者募
集

１６

　

市
で
は
、
本
荘
臨
港
地
区
の
決
定

と
本
荘
都
市
計
画
区
域
の
変
更
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
６
時

１２

１９

　
　

分
〜

３０
▽
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階　

正
庁

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
都
市
計
画
課

　
　
（�
　
　　�
　
６
３
３
２
）

２４

●
自
衛
官

▽
対
象　

進
路
が
未
定
の
学
生
・
高

　

校
生
、
雇
用
機
会
が
未
だ
得
ら
れ

　

な
い　

歳
未
満
の
健
康
な
男
子

２７

▽
採
用
種
目　

２
等
陸
・
海
・
空
士

　
　
　
（
平
成　

年
３
月
入
隊
）

１９

▽
試
験
日
時　

平
成　

年
２
月
４
日�

１９

●
自
衛
隊
生
徒

▽
対
象　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平

　

成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
男
子
（　

歳
以
上　

歳
未
満
）

１５

１７

▽
受
け
付
け
期
間　

平
成　

年
１
月

１９

　

９
日
ま
で

■
県
立
由
利
工
業
高

校
電
気
科
二
年
生
十

六
人
が
、
第
二
種
電
気

工
事
士
の
資
格
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
石
脇
北
保
育

園
で
配
線
・
照
明
器
具
の
点
検
と
清

掃
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。（
写
真
／

表
紙
）

■
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
県
本
部

（
㈱
秋
田
銀
行
内
）
か
ら
、
市
に
車

イ
ス
一
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の

方
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
進
め
る

た
め
、
同
運
動
中
央
本
部
が
全
国
展

開
し
て
い
る
寄
贈
運
動
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸

炎
が
集
団
発
生
し
て
お
り
、
今
後
、
拡

大
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
嘔
吐
、

下
痢
（
激
し
い
水
様
便
）
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
感
染
が
広
が
る
可
能

性
が
高
く
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

症
状
は
二
〜
三
日
程
度
で
経
過
は
比
較

的
良
い
の
で
す
が
、
回
復
後
二
〜
三
週

間
に
わ
た
り
便
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
を
排

出
し
続
け
る
こ
と
が
あ
り
、
少
量
の
ウ

イ
ル
ス
で
感
染
し
ま
す
。
予
防
の
た
め
、

①
手
洗
い
や
う
が
い
を
頻
繁
に
行
う
、

②
調
理
の
時
に
は
食
品
へ
の
汚
染
に
注

意
す
る
。
特
に
貝
類
は
十
分
に
加
熱
す

る
、
③
感
染
者
の
嘔
吐
物
、
便
は
飛
び

散
ら
な
い
よ
う
に
処
理
し
、
汚
染
さ
れ

た
場
所
は
熱
湯
か
塩
素
系
漂
白
剤
で
消

毒
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
健
康
管
理
課

　
　
（�
　
　　�
　
１
８
３
４
）、
ま
た
は

２２

　

各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　

銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
か
か
る
法

律
が
改
正
さ
れ
、
一
定
以
上
の
威
力

の
あ
る
エ
ア
ガ
ン
は
、「
準
空
気
銃
」

と
し
て
所
持
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ

ま
し
た
。
お
持
ち
の
エ
ア
ガ
ン
が
安

全
で
問
題
の
な
い
も
の
か
ど
う
か
、

メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
な
ど
に
問
い
合

わ
せ
て
検
査
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
「
準
空
気
銃
」
に
該
当
す
る
も
の

は
、
来
年
二
月
二
十
日
ま
で
に
改
修

し
て
威
力
を
弱
め
る
か
、
メ
ー
カ
ー

や
警
察
署
に
差
し
出
し
て
廃
棄
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。（
二
月
二
十
日
を
過

ぎ
る
と
不
法
所
持
に
な
り
、
罪
に
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

【
由
利
本
荘
警
察
署
】

　

冬
季
休
業
期
間
中
、
高
校
生
は
次

の
こ
と
が
禁
止
で
す
。

①
夜
間
の
外
出
、
無
断
外
泊

②
飲
酒
、
喫
煙
、
薬
物
乱
用

③
飲
酒
、
喫
煙
を
伴
う
カ
ラ
オ
ケ

　

ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
利
用

④
出
会
い
系
サ
イ
ト
・
テ
レ
ク
ラ
な

　

ど
の
利
用

⑤
自
動
車
、
自
動
二
輪
車
（
原
付
自

　

転
車
含
む
）
の
運
転
お
よ
び
無
許

　

可
の
免
許
取
得

▽
学
校
の
許
可
が
必
要
な
こ
と

　
�
ア
ル
バ
イ
ト
。
た
だ
し
、
次
の
業

　

務
は
許
可
し
ま
せ
ん
。
①
危
険
・
有

　

害
業
務
、
②
夜
間
業
務
、
③
酒
類
を

　

提
供
す
る
業
務
、
④
自
動
二
輪
車

　
　
（
原
付
自
転
車
含
む
）
や
自
動
車
を

　

用
い
る
業
務
、
⑤
責
任
が
重
す
ぎ
る

　

業
務　�
校
外
の
集
会
、
諸
活
動
へ

　

の
参
加
、�
旅
行
、
演
奏
活
動
な
ど

【
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
六
高
校
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
】

平成１８年１２月１５日号　　広報ゆりほんじょう

暮らしのお知らせ

▽
試
験
日
時　

平
成　

年
１
月　

日�

１９

１３

▽
試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数
学
、

　

理
科
、
英
語
、
作
文

※
家
庭
訪
問
に
よ
る
説
明
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

日
程
な
ど
、
詳

　

し
く
は
由
利
本
荘
地
域
事
務
所
ま

　

で
。（�
　
　　�
　
３
４
７
９
）

２２

　

由
利
本
荘
看
護
学
校
で
は
、
平
成

　

年
度
生
を
募
集
し
ま
す
。

１９▽
出
願
期
間　

平
成　

年
１
月
９
日

１９

　
�
〜
１
月　

日�
／
必
着

２３

　

当
校
ま
で
持
参
い
た
だ
い
て
も
結

　

構
で
す
。 

▽
出
願
方
法　

出
願
書
類
は
封
筒
の

　

表
に
「
入
学
願
書
在
中
」
と
朱
書

　

き
し
、
郵
便
為
替
と
と
も
に
一
括

　

し
て 
「
書
留
」
で
郵
送
し
て
く
だ

　

さ
い
。 

▽
出
願
先　

〒　
　　�
　
０
８
８
５　

０１５

　

由
利
本
荘
市
水
林　
　　�
　
７　

由

４５７

　

利
本
荘
看
護
学
校
入
学
試
験
係 （�

　
　
　　�
　
６
０
３
１
）

２２
▽
選
抜
方
法　

出
願
書
類
、
学
力
検

　

査
、
小
論
文
お
よ
び
面
接
の
結
果

　

を
総
合
判
断
し
て
行
い
ま
す
。 

▽
学
力
検
査
等
実
施
科
目　

国
語
総

　

合
・
国
語
表
現
Ⅰ
（
古
文
、
漢
文

　

を
除
く
）、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
数
学
Ⅰ

　

・
Ａ
、
小
論
文
、
面
接 　
 

▽
試
験
日　

１
月　

日�
／
学
力
検

２７

　

査
・
小
論
文
、 

１
月　

日�
／
面
接

２８

自
衛
官
の
募
集　
　
　
　

由
利
本
荘
看
護
学
校　
　

学
生
を
募
集
し
ま
す　
　

本
荘
臨
港
地
区
の
決
定
・

都
市
計
画
区
域
の
説
明
会

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る　
　
　
　
　

　
「
感
染
性
胃
腸
炎
」　

警
報
発
令
中
！

お
持
ち
の
「
エ
ア
ガ
ン
」
は　

安
全
な
も
の
で
す
か
？　
　
　

冬
休
み
の
高
校
生
生
活
心
得

※
詳
し
く
は
出
願
先
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。



１９ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００６
　　「おくやみ」「お誕生」に掲載を希望される方は、市民生活課または各総合支
所市民課、出張所窓口にお申し出ください。

おくやみ申し上げます
〈１１月１２日～１１月２９日受付分〉

伊藤浩氏（旧本荘市功労者・万願寺）は、１１
月２８日永眠されました。氏は昭和５４年から
平成１５年まで８期２４年間、本荘市固定資産
評価審査委員会委員として固定資産の適
正評価と適正課税に尽力されるとともに、
長年、本荘市国民健康保険運営協議会委員、
市政連絡員を努められるなど、市政の推進
と住民自治の向上など、市勢発展に多大の
貢献をされました。また、本荘市東由利土
地改良区理事長などを歴任され、農業の振
興発展にも貢献されました。平成９年旧本
荘市地方自治功労者。享年７８歳。

佐々木　クラノさん（９２歳）石脇
鈴　木　武　三さん（８３歳）古雪町
佐々木　鉄　美さん（７９歳）日役町
鈴　木　次　郎さん（７３歳）桶屋町
矢　作　　　勇さん（７５歳）八幡下
小助川　贇太郎さん（９１歳）大鍬町
伊　藤　貞　子さん（７３歳）館前
�　野　ミサヲさん（８７歳）藤崎
保　科　壽美子さん（８４歳）花畑町
佐々木　ツギヱさん（８１歳）薬師堂
齋　藤　正　吉さん（９１歳）田町
尾　形　秋　子さん（６１歳）一番堰
鍬　崎　忠太郎さん（８２歳）石脇
今　野　ヱシノさん（１００歳）宮内
加　藤　清　光さん（５７歳）西梵天
千　葉　チヱ子さん（７７歳）石脇
藤　田　長五郎さん（９１歳）浜三川
常　住　ハ　ツさん（７９歳）石脇
鈴　木　勝　三さん（７６歳）川口
土　田　セ　ツさん（８４歳）矢島町荒沢
小　松　養　一さん（７２歳）矢島町七日町
柴　田　正　三さん（７８歳）矢島町七日町
新　田　長　市さん（７４歳）矢島町城内
佐　藤　重　三さん（５４歳）矢島町元町
佐　藤　清　一さん（５４歳）矢島町立石
佐　藤　喜一郎さん（９０歳）矢島町七日町
佐　藤　健　男さん（６３歳）矢島町元町
吉　田　義　三さん（７９歳）岩城亀田大町
石　井　東一郎さん（８１歳）岩城内道川
堀　井　佐　一さん（８１歳）岩城内道川
佐々木　正　昭さん（７２歳）岩城亀田愛宕町
松　本　ハルヨさん（８６歳）岩城二古
田　森　マサエさん（７４歳）岩城内道川
田　口　トミエさん（７４歳）岩城二古
柴　田　キヨノさん（８６歳）岩城下虻田
畠　山　武　文さん（８４歳）吉沢
熊　谷　トクミさん（９６歳）南福田
渡　�　銀　治さん（８８歳）前郷
三　浦　三　平さん（９１歳）吉沢
藤　原　光　昌さん（７７歳）葛岡
堀　　　ユ　ウさん（７７歳）中館
小　池　信　夫さん（８５歳）葛岡
�　階　　　久さん（８２歳）中田代
冨　樫　正　一さん（７９歳）長坂
大　友　林　七さん（８０歳）高尾
佐々木　貞　雄さん（９４歳）大谷
小　松　ミ　ヨさん（８９歳）東由利蔵
佐々木　末太郎さん（７２歳）西目町海士剥
�　橋　千八子さん（８０歳）西目町西目
佐々木　キクミさん（８２歳）西目町海士剥
鈴　木　信　造さん（５８歳）西目町沼田
小　林　盛　子さん（５７歳）西目町沼田
佐　藤　茂　助さん（７４歳）鳥海町上笹子
土　田　忠　彌さん（７９歳）鳥海町下川内
佐　藤　サ　ヨさん（９７歳）鳥海町伏見

　渡部タツエさん（明治３９年１２月１３
日生まれ、小菅野）に、市から賀詞と
長寿祝い金が贈呈されました。
　これからもお元気でお過ごしください。

１１月末日現在・住民基本台帳

（△７１）８９，７４７　人　人 口

（△５４）４３，００２　人　男

（△１７）４６，７４５　人　女

（△１３）２９，９２１世帯世帯数

（　）は前月比

人　の
動　き

阿　部　 夢 　 大 ちゃん（大輔さん）薬師堂
ゆう と

石　�　 紗 　 矢 ちゃん（祐司さん）石脇
さ や

小　沼　 里 　 歩 ちゃん（高広さん）東町
り ほ

大　宮　 彩 　 愛 ちゃん（裕悦さん）下大野
あや な

真　坂　 悠 　 聖 ちゃん（　正　さん）山田
ゆう せい

渡　辺　 愛 　 尋 ちゃん（隆一さん）石脇
よし ひろ

西　原　 輝 　 來 ちゃん（和徳さん）三条
き ら

阿　部　 颯 　 大 ちゃん（　梓　さん）南ノ股
そう た

佐　藤　 瑠 　 渚 ちゃん（翔太さん）本田仲町
る な

村　上　 愛 　 実 ちゃん（秀幸さん）花畑町
あ み

小　池　 優 　 頼 ちゃん（光晴さん）表尾崎町
たか より

小　松　 丈 　 広 ちゃん（良匡さん）船ヶ台
たけ ひろ

佐　藤　 大 　 翔 ちゃん（耕也さん）小人町
ひろ と

伊　藤　　　 碧 ちゃん（　徹　さん）二番堰
あおい

尾留川　 巴 　 菜 ちゃん（　豊　さん）東梵天
は な

柴　田　 優 　 衣 ちゃん（貴徳さん）矢島町元町
ゆ い

工　藤　 好 　 華 ちゃん（和也さん）岩城勝手
この か

遠　山　 紫 　 乃 ちゃん（　衛　さん）岩城亀田
し の

小　林　 妃  真  理 ちゃん（和也さん）岩城勝手
ひ ま り

佐　藤　 柊 　 太 ちゃん（佳紀さん）岩城亀田
しゅう た

三　浦　 桃 　 理 ちゃん（雄司さん）前郷
と わ

山　本　 妃 　 依 ちゃん（大輔さん）及位
ひ より

真　坂　　　 涼 ちゃん（　洋　さん）岩谷町
りょう

鈴　木　 蒼 　 士 ちゃん（敏也さん）岩谷町
そう し

加　藤　 康  太  朗 ちゃん（　康　さん）西目町出戸
こう た ろう

那　須　 佐 　 丞 ちゃん（　祝　さん）西目町出戸
さ すけ

松　田　 友 　 音 ちゃん（　渉　さん）西目町沼田
ゆ のん

�　橋　 理 　 帆 ちゃん（　敦　さん）西目町沼田
り ほ

渡　部　 羽 　 音 ちゃん（　丈　さん）西目町出戸
は のん

池　田　 琉 　 朱 ちゃん（慎吾さん）西目町西目
り しゅ

（　）は保護者

〈１１月１２日～１１月３０日受付分〉

　　　地方自治功労　故・東海林　鐐　さん
　　　　（小栗山・１１月３日逝去・享年７５歳）

　東海林さんは昭和６０年に旧大内町議
会議員となられ、合併の在任特例によ
る市議会議員を務められるなど、長年
にわたり地域の発展に尽力されました。

旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章旭日単光章叙
勲

　経済産業省では、工業統計
調査を平成１８年１２月３１日現
在で実施します。
　工業統計調査は、製造業を
営む事業所を対象に、その活
動実態を明らかにすること
を目的として実施されます。
　調査結果は、国や地方公共
団体の行政施策の重要な基
礎資料として利用されると
ともに、企業、大学などでの
研究資料、小・中・高校の教
材など、広く利用されていま
す。
　統計法に基づき調査内容
の秘密は厳守されますので、
正確なご記入をお願いしま
す。

▽ 問い合わせ先…県調査統
　　計課商工統計班（�０１８
　　－８６０－１２５６）、または市
　　企画調整課統計班（�２４
　　－６２２７）

１８平成１８年１２月１５日号号　　広報ゆりほんじょう

■本荘高校吹奏楽部
　　「第１８回クリスマスコンサート」△

とき…１２月２３日�　午後１時３０分～開場、
　　午後２時～開演 △

ところ…本荘文化会館　　
△

入場料…５００円△

内容…１部～サンタが町にやってくるほ
　　か、２部～キャラバンの到着ほか、３部
　　～クリスマスキャロル・ファンタジーほか△

お問い合わせ…本荘高校音楽研究室
　　　（�２２－０８３２）吹奏楽部顧問
■一緒にお茶の世界を楽しみませんか△

とき…１２月２１日�／毎月第１、３木曜日
　　午後５時３０分～７時３０分の間△
ところ…鶴舞会館１階和室△
内容…お茶（抹茶）の 点 て方、いただき方

た

　　からお点前、お茶会での作法まで△

会費…月２回で２，０００円（お茶、お菓子、
　　テキスト代含む）△

申し込み ･お問い合わせ
　　　　　　　　…佐藤さん（�２４－０５０８）
■本海番楽カレンダー頒布中
　本海獅子舞伝承者懇話会（松田
訓会長）では、鳥海地域に伝わる
本海番楽をテーマに、平成１９年用
カレンダーを製作し、販売中です。
　大きさはＢ２判、価格は一枚３００円。

▽頒布・お問い合わせ先…鳥海公民館
　　　（�５７－２８８１）
■第１８回原田記念東北中学校選抜
　女子バレーボール大会 △

とき…平成１９年１月６日�　９時３０分～開
　　会式、７日�　２次リーグ・決勝 △

ところ…由利高校体育館、市総合体育館△

出場校…前年度優勝・本荘北中、本荘由利
　　地区・由利中、出羽中、岩城中、西目中、
　　仁賀保中、象潟中。県内３校、東北新潟・
　　８校△

お問い合わせ…本荘由利バレーボール協
　　会事務局・板谷さん（�３３－３７０９）
■「全国スキーの日・みんなで滑ろう」
　無料講習会 △

とき…平成１９年１月１４日�　９時３０分～受
　　け付け、１０時～午後３時・講習 △

ところ…鳥海高原矢島スキー場△

参加料…無料（保険料５００円を別途徴収）

▽対象…小学２年生以上

▽申し込み…当日スキー場休憩室で、先着
　　１００人まで受け付け△

お問い合わせ
　　…石綿喜代隆さん（�６９－３２３４）

※１月１５日号へ掲載希望の原稿は
　１２月２５日（月）が締め切りです。

　お子さん、お孫さんのとっておきの写真を
広報に載せてみませんか？　広報広聴課では、
子どもの笑顔写真を募集しています。
■対象…小学校入学前の子ども（市内在住に
　限る）
■内容…①写真１枚②ひとことコメント③
　子どもの氏名・ふりがな・生年月日・住
　所④○○さんちの○○部分⑤連絡先電話
　番号
■申し込み…郵送かメールで広報広聴課へ
　　（あて先などは裏表紙に記載しています）
※申し込み多数の場合は、紙面の都合上掲載で
　きない場合がありますので、ご了承ください。

　大門街商店会（茜谷栄
一理事長）の企画により、
裏尾崎町のポケット
パークに光のツリーが
飾られ、淡い光は通りを
クリスマスムード一色
に包んでいます。

鮮やかな光のツリーが点灯

　鳥海地域の直根小学
校（金利紀校長）で１１月
２３日、特産の「百宅そば」
を打つ、体験学習が行わ
れました。伝統の技と味
はこの後「年越しそば」
で生かされるのかな？

伝統の「そば打ち」を体験

　北内越、南内越両老人
クラブと内越保育園合
同のもちつき大会が１２
月６日に南内越コミュ
ニティ体育館で行われ、
約２００人がふれあいを深
めました。臼と杵でつい
たもちはよく粘り、おいし
かったことでしょう。

楽しく「もちつき」で交流

　　「理数大好きモデル地域事業」の一環と
して１１月２９日、西目中学校と出羽中学校の
それぞれの１年生が出羽中で、数学の「授
業交流」を行いました。４人１組で問題に
向き合い、協力して解く生徒たち。
　市教育委員会では来年度も学校間の交
流を広げていく予定です。

出羽中と西目中が「授業交流」

進んでいます「理数大好きモデル地域事業」
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